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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 793 △50.9 △1,191 － △1,286 － △1,330 －

2026年３月期中間期 1,615 22.0 △570 － △626 － △4,014 －

（注）包括利益 2027年３月期中間期 △1,337百万円（－％） 2026年３月期中間期 △4,019百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 △20.98 －

2026年３月期中間期 △72.28 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 5,320 595 7.3

2026年３月期 5,016 493 4.9

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 389百万円 2026年３月期 245百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2027年３月期 － 0.00

2027年３月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 － － － － － － － － －

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

　連結業績予想については、当社グループの持続的な成長に向けたM&Aの実施及び経営資源の最適化を目的とした運営店

舗の事業譲渡を進めており、これらの構造改革に伴う業績への影響が流動的であることから、現時点において合理的な数

値を算定することが困難であるため、開示を見合わせております。今後、業績予想の算定が可能となった時点で、速やか

に公表いたします。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 69,605,783株 2026年３月期 58,355,783株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 －株 2026年３月期 －株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 63,424,354株 2026年３月期中間期 55,543,454株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：有

新規　 1社　（社名）スペーム株式会社

除外　－社　（社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.４「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間（2026年４月１日～2026年９月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善に伴い

緩やかな回復基調がみられたものの、国際情勢の不安定化に起因するエネルギー価格の高騰や原材料価格の上昇、

為替相場の円安基調の長期化等により、依然として先行き不透明な状況が続いております。当社グループが属する

外食業界におきましても、訪日外国人の増加によるインバウンド需要の持ち直しや国内需要の回復がみられる一

方、水道光熱費・原材料価格の上昇や人件費の増加等により、厳しい経営環境が継続しております。

このような環境のもと、当社グループは事業環境の変化への対応と新たな収益基盤の確立を目的として、再生可

能エネルギー事業及びメディカル事業の拡大を進めてまいりました。その一方で新時代業態のフランチャイズオー

ナーである株式会社ファッズに対して、新時代店舗を譲渡したことで、飲食事業の売上高が著しく減少しました。

その結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高793,894千円（前年同期比50.9％減）、営業損失1,191,313千円

（前年同期は570,071千円の損失）、経常損失1,286,977千円（前年同期は626,415千円の損失）、親会社株主に帰

属する中間純損失1,330,752千円（前年同期は4,014,798千円の損失）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（飲食事業）

当セグメントにおきましては、2021年５月14日開示の「フランチャイズ契約の締結に関するお知らせ」のとお

り、株式会社ファッズの「新時代」業態にＦＣ加盟を行い、当社の多くの店舗を業態転換しております。また、

2022年７月15日開示の「株式会社SSSの株式取得（子会社化）に関するお知らせ」のとおり、関東圏を中心に居酒

屋事業を運営する会社の株式を取得し、事業エリアの拡大に向けて取り組んでおります。

なお、2026年７月15日開示の「飲食事業における運営店舗の事業譲渡及び特別利益の発生に関するお知らせ」の

とおり、当社が運営する「新時代」及び「新時代44」ブランドの計16店舗を株式会社ファッズへ譲渡することを決

議し、同社との間で事業譲渡契約を締結いたしました。また、2026年10月30日開示の「（開示事項の変更）飲食事

業における運営店舗の事業譲渡のクロージング予定日の再変更に関するお知らせ」のとおり、最終クロージング期

限を2026年11月30日に変更しております。

2026年９月末現在で、当社グループの「新時代」店舗数は３店舗となっております。また、その他業態を含めま

すと、当社は10店舗（内ＦＣ６店舗）、子会社である株式会社SSSは15店舗（内ＦＣ14店舗）の店舗展開となって

おります。

その結果、セグメント売上高は654,915千円（前年同期比45.6％減）、セグメント損失は114,156千円（前年同期

は12,423千円の損失）となりました。

（再生可能エネルギー事業）

当セグメントにおきましては、2022年10月21日に新たにKAIHAN ENERGY JAPAN合同会社（2023年１月31日付でKR 

ENERGY JAPAN合同会社へ商号変更しております。）を、2023年３月31日にはKRエナジー１号合同会社を設立し再生

可能エネルギー事業を開始いたしました。

太陽光発電事業につきましては、2023年９月より売電を開始しており、引き続き新たな発電設備の開発を進めて

おります。

ネパールにおける水力発電事業につきましては、2025年11月14日開示の「連結子会社におけるネパール水力発電

事業の停止（再検討）および特別損失の計上に関するお知らせ」のとおり、現地情勢の混乱等を受けて事業を停止

（再検討）しておりました。その後、2025年12月23日開示の「（開示事項の経過）連結子会社におけるネパール水

力発電事業の再開に関するお知らせ」のとおり、現地情勢の鎮静化を確認のうえ、事業を再開いたしました。

再開後は、当社における資金調達の遅れ等により、2026年８月14日開示の「（開示事項の経過）連結子会社にお

けるネパール水力発電事業の進捗状況および収益化予定時期の変更に関するお知らせ」及び同年８月26日開示の

「（開示事項の変更）連結子会社におけるネパール水力発電事業の進捗状況および収益化予定時期の変更に関する

お知らせ」のとおり、第１フェーズの各発電所の竣工予定時期を変更しております。現時点での竣工予定は、

5.5MW案件（PJ番号１番）が2027年１月、13.7MW案件（PJ番号４番）が2027年４月、8.3MW案件及び9.1MW案件（PJ

番号２番及び３番）が2027年５月です。なお、当該スケジュールは、2026年11月までに必要な資金調達が完了する

ことを前提としたものであります。

その結果、セグメント売上高は123,210千円（前年同期比13.2％増）、セグメント損失は21,568千円（前年同期

は149,555千円の損失）となりました。
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（メディカル事業）

当セグメントにおきましては、2024年８月30日に株式会社BOBS及び株式会社ワイデン（2024年９月17日付で株式

会社Kaihan Medicalへ商号変更）を簡易株式交換（一部金銭交付）により100％子会社化いたしました。両社は、

大阪府に本社を置く医療法人大美会（以下、「大美会」という。）のMS法人（メディカル・サービス法人）であ

り、大美会が運営する美容クリニックにおける集客・経営全般に関するコンサルティング業務を受託しておりま

す。具体的には、広告・SNS・予約管理・経営管理・事業計画立案及び事業拡大に係るコンサルティング業務を受

託しております。また、株式会社Kaihan Medicalは、医療法人社団修永会に対する業務支援も行っております。

なお、2024年12月25日付で、当社の完全子会社である株式会社Kaihan Medicalを存続会社、株式会社BOBSを消滅

会社とする吸収合併を実施しております。

また、2026年７月15日開示の「簡易株式交換によるスペーム株式会社の完全子会社化に関するお知らせ」のとお

り、支援先の増加による収益基盤の分散化を図るため、2026年８月25日を効力発生日とする簡易株式交換により、

スペーム株式会社を100％子会社化いたしました。同社は、医療痩身分野に特化したクリニックを運営する医療法

人社団煌雲会のMS法人であり、広告宣伝支援・予約管理・カスタマーサポート・医療機器等の賃貸借及び各種経営

支援業務を受託しております。なお、同社については当中間連結会計期間末をみなし取得日としているため、当中

間連結会計期間においては貸借対照表のみを連結しております。同社の損益は、2026年10月１日以降の期間につい

て連結損益計算書に含める予定であります。

その結果、セグメント売上高は15,767千円（前年同期比94.8％減）、セグメント損失は250,426千円（前年同期

は31,838千円の損失）となりました。

「その他」の区分にはスポーツイベント事業等を含んでおります。当中間連結会計期間におきましては、イベン

ト開催等に係る費用が発生しております。

（２）当中間期の財政状態の概況

①　資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間連結会計期間末における資産合計は5,320,521千円（前連結会計年度末比303,655千円増加）となりまし

た。これは主として建設仮勘定が421,305千円減少した一方で、未収入金が439,785千円増加したこと、その他流動

資産が164,733千円増加したこと、のれんが496,455千円増加したことによります。

（負債）

当中間連結会計期間末における負債合計は4,724,712千円（前連結会計年度末比201,703千円増加）となりまし

た。これは主として社債が487,500千円減少した一方で、未払金が389,830千円増加したこと、短期借入金が

360,009千円増加したことによります。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は595,809千円（前連結会計年度末比101,952千円増加）となりまし

た。これは主として親会社株主に帰属する中間純損失の計上により利益剰余金が1,330,752千円減少した一方で、

株式交換及び新株予約権の行使により資本金が478,652千円、資本剰余金が996,332千円それぞれ増加したことによ

ります。

この結果、自己資本比率は7.3％（前連結会計年度末は4.9％）となりました。
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②　キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。）は前連結会計年度末に比べ59,743

千円減少し、157,342千円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は494,677千円（前年同期は162,638千円の使用）となりました。これは主として税

金等調整前中間純損失1,316,154千円、貸倒引当金の増加額548,669千円、未払金の増加額282,736千円によるもの

です。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は182,009千円（前年同期は1,341,003千円の使用）となりました。これは主として

子会社株式取得のための手付金の払込による支出100,000千円、投資有価証券の取得による支出50,000千円による

ものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は617,184千円（前年同期は1,400,704千円の獲得）となりました。これは主として

新株予約権の行使による株式の発行による収入468,465千円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の通期連結業績予想につきましては、当社グループの持続的な成長に向けたM&Aの実施及び経営資

源の最適化を目的とした運営店舗の事業譲渡を進めており、これらの構造改革に伴う業績への影響が流動的である

ことから、現時点において合理的な数値を算定することが困難であるため、開示を見合わせております。今後、業

績予想の算定が可能となった時点で、速やかに公表いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2026年３月31日）

当中間連結会計期間
（2026年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 472,308 411,352

売掛金 349,328 387,331

未成工事支出金 54,872 54,872

原材料及び貯蔵品 17,899 11,105

短期貸付金 427,000 470,300

未収入金 190,867 630,653

その他 386,939 551,672

貸倒引当金 △277,297 △825,966

流動資産合計 1,621,919 1,691,322

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 293,734 362,988

機械及び装置（純額） 1,355,795 1,319,369

建設仮勘定 566,043 144,738

その他（純額） 48,562 101,907

有形固定資産合計 2,264,136 1,929,003

無形固定資産

のれん 232,064 728,519

その他 78,967 78,189

無形固定資産合計 311,031 806,709

投資その他の資産

長期貸付金 42,419 39,848

敷金及び保証金 220,156 266,650

長期前払費用 537,985 522,664

その他 19,216 64,322

投資その他の資産合計 819,778 893,486

固定資産合計 3,394,946 3,629,199

資産合計 5,016,866 5,320,521

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2026年３月31日）

当中間連結会計期間
（2026年９月30日）

負債の部

流動負債

買掛金 170,925 93,029

短期借入金 841,474 1,201,484

１年内返済予定の長期借入金 283,273 208,274

リース債務 78,970 41,194

未払法人税等 133,952 91,927

未払消費税等 18,560 136,075

未払金 1,023,612 1,413,442

事業整理損失引当金 4,848 4,848

株主優待引当金 67,902 19,146

プロジェクト損失引当金 155,500 155,500

その他 127,024 176,364

流動負債合計 2,906,043 3,541,287

固定負債

社債 737,500 250,000

長期借入金 816,390 880,939

リース債務 23,356 12,366

その他 39,718 40,118

固定負債合計 1,616,964 1,183,424

負債合計 4,523,008 4,724,712

純資産の部

株主資本

資本金 2,606,772 3,085,425

資本剰余金 5,363,125 6,359,458

利益剰余金 △7,721,013 △9,051,765

株主資本合計 248,885 393,117

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △3,639 △3,836

その他の包括利益累計額合計 △3,639 △3,836

新株予約権 228,324 192,685

非支配株主持分 20,286 13,842

純資産合計 493,857 595,809

負債純資産合計 5,016,866 5,320,521
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年９月30日）

売上高 1,615,901 793,894

売上原価 413,884 248,342

売上総利益 1,202,017 545,551

販売費及び一般管理費 1,772,088 1,736,865

営業損失（△） △570,071 △1,191,313

営業外収益

受取利息及び配当金 2,046 1,643

受取保険金 4,105 301

受取清算金 － 3,429

敷金及び保証金清算益 4,920 －

その他 6,029 2,014

営業外収益合計 17,101 7,389

営業外費用

支払利息 71,469 98,307

その他 1,975 4,746

営業外費用合計 73,445 103,053

経常損失（△） △626,415 △1,286,977

特別利益

新株予約権戻入益 3,591 44,690

その他 － 4,906

特別利益合計 3,591 49,597

特別損失

減損損失 3,345,426 1,053

事業整理損失引当金繰入額 4,000 －

プロジェクト損失引当金繰入額 － 77,721

特別損失合計 3,349,426 78,774

税金等調整前中間純損失（△） △3,972,250 △1,316,154

法人税、住民税及び事業税 40,456 16,675

法人税等調整額 3,870 3,857

法人税等合計 44,327 20,533

中間純損失（△） △4,016,577 △1,336,688

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △1,778 △5,935

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △4,014,798 △1,330,752

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年９月30日）

中間純損失（△） △4,016,577 △1,336,688

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △2,842 △704

その他の包括利益合計 △2,842 △704

中間包括利益 △4,019,420 △1,337,392

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △4,017,383 △1,330,949

非支配株主に係る中間包括利益 △2,037 △6,443

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △3,972,250 △1,316,154

減価償却費 50,990 69,848

のれん償却額 142,707 18,565

減損損失 3,345,426 1,053

貸倒引当金の増減額（△は減少） △206 548,669

株主優待引当金の増減額（△は減少） △45,968 △48,755

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） △2,926 －

プロジェクト損失引当金の増減額（△は減少） 30,806 －

受取利息及び受取配当金 △2,046 △1,643

支払利息 71,469 98,307

売上債権の増減額（△は増加） △60,384 43,236

棚卸資産の増減額（△は増加） △50,554 6,793

仕入債務の増減額（△は減少） 174,819 △77,895

未払金の増減額（△は減少） 256,835 282,736

その他 △47,217 5,559

小計 △108,499 △369,679

利息及び配当金の受取額 488 1,092

利息の支払額 △28,126 △37,592

法人税等の支払額 △26,504 △88,499

法人税等の還付額 3 1

営業活動によるキャッシュ・フロー △162,638 △494,677

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △789,749 △8,602

投資有価証券の取得による支出 － △50,000

短期貸付金の純増減額（△は増加） △396,300 △36,000

長期貸付金の回収による収入 2,348 2,570

長期前払費用の取得による支出 △101,534 －

定期預金の純増減額（△は増加） △42,500 10,012

子会社株式取得のための手付金の払込による支出 － △100,000

その他 △13,269 10

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,341,003 △182,009

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 309,000 320,522

長期借入金の返済による支出 △161,934 △123,117

リース債務の返済による支出 △44,893 △48,685

株式の発行による収入 999,954 －

新株予約権の発行による収入 96,698 －

新株予約権の行使による株式の発行による収入 201,880 468,465

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,400,704 617,184

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △241

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △102,937 △59,743

現金及び現金同等物の期首残高 209,092 208,286

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少）
5,000 8,799

現金及び現金同等物の中間期末残高 111,155 157,342

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

中間連結
損益計算書

計上額
（注）３飲食事業

再生可能
エネルギ
ー事業

メディカ
ル事業

計

売上高

外部顧客への売

上高
1,204,096 108,818 302,985 1,615,901 － 1,615,901 － 1,615,901

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － － － － － －

計 1,204,096 108,818 302,985 1,615,901 － 1,615,901 － 1,615,901

セグメント損失

（△）
△12,423 △149,555 △31,838 △193,817 △119,672 △313,489 △256,582 △570,071

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スポーツイベント事業を含ん 

でおります。

２．セグメント損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去等300千円及び各報告セグメントに配分して

いない全社費用△256,882千円であります。

３．セグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「飲食事業」セグメントにおいて、店舗資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額

は、当中間連結会計期間において11,959千円であります。

「再生可能エネルギー事業」セグメントにおいて、のれんの減損損失を計上しております。なお、当該減損損

失の計上額は当中間連結会計期間において2,084,597千円であります。

「メディカル事業」セグメントにおいて、のれんの減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上

額は当中間連結会計期間において1,248,869千円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

「再生可能エネルギー事業」セグメントにおいて、2025年６月30日をみなし取得日として、株式会社NEPAL 

HYDRO POWER HOLDINGS、NEPAL HYDRO POWER PLANT Pvt. Ltd、KS HYDROPOWER Pvt. Ltdが新たに連結子会社とな

っております。当該事象によるのれんの増加額は、2,137,247千円であります。

「再生可能エネルギー事業」セグメントにおいて、のれんの減損損失を計上しております。当該事象によるの

れんの減少額は2,084,597千円であります。

「メディカル事業」セグメントにおいて、のれんの減損損失を計上しております。当該事象によるのれんの減

少額は1,248,869千円であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

中間連結
損益計算書

計上額
（注）３飲食事業

再生可能
エネルギ
ー事業

メディカ
ル事業

計

売上高

外部顧客への売

上高
654,915 123,210 15,767 793,894 － 793,894 － 793,894

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － － － － － －

計 654,915 123,210 15,767 793,894 － 793,894 － 793,894

セグメント損失

（△）
△114,156 △21,568 △250,426 △386,152 △21,170 △407,323 △783,990 △1,191,313

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スポーツイベント事業を含ん 

でおります。

２．セグメント損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去等300千円及び各報告セグメントに配分して

いない全社費用△784,290千円であります。

３．セグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「メディカル事業」セグメントにおいて、2026年９月30日をみなし取得日として、スペーム株式会社が新たに

連結子会社となっております。当該事象によるのれんの増加額は、515,020千円であります。

なお、当該金額は、当中間連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定され

た金額であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2026年８月25日を効力発生日として、当社を株式交換完全親会社、スペーム株式会社を株式交換完全子

会社とする株式交換を行っております。これにより、資本剰余金が517,680千円増加しております。また、新株予

約権（ストックオプション）の行使による増加を含めて、当中間連結会計期間末において、資本金が3,085,425千

円、資本剰余金が6,359,458千円となっております。

当社グループは、当中間連結会計期間において、親会社株主に帰属する中間純損失1,330,752千円を計上してお

ります。この結果、利益剰余金が△9,051,765千円となっております。

（表示方法の変更）

（中間連結貸借対照表）

１．「未収入金」

　前連結会計年度において、「流動資産」の「その他」に含めていた「未収入金」は、金額的重要性が増したため、

当中間連結会計期間より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連

結財務諸表の組替えを行っております。この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「そ

の他」に表示していた577,807千円は、「未収入金」190,867千円、「その他」386,939千円として組み替えておりま

す。

２．「未払消費税等」

　前連結会計年度において、「流動負債」の「その他」に含めていた「未払消費税等」は、金額的重要性が増したた

め、当中間連結会計期間より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度

の連結財務諸表の組替えを行っております。この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の

「その他」に表示していた145,585千円は、「未払消費税等」18,560千円、「その他」127,024千円として組み替えて

おります。
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（継続企業の前提に関する注記）

当社グループは、単体では2019年３月期以降、継続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上しており、ま

た、連結では2023年３月期以降、継続して、営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上して

おります。当中間連結会計期間においても営業損失1,191,313千円、経常損失1,286,977千円及び親会社株主に帰属

する中間純損失1,330,752千円を計上しております。また、当中間連結会計期間末において、未払法人税等及び未

払消費税等228,002千円、未払金1,413,442千円（内未払社会保険料61,874千円）を計上しており、これらの一部に

ついては支払期日を経過しております。これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるよ

うな状況が存在しております。

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善により景気は緩やかに回復しているとされる

ものの、国際情勢の不安定化によるエネルギー価格の高騰や原材料価格の上昇、為替相場の円安基調の長期化等に

より、依然として先行き不透明な状況が続いております。また、一部の取引金融機関からの借入について、現時点

では期限の利益喪失に関わる条項の適用通知を受けていないものの、財務制限条項に抵触しております。当社グル

ープは当該状況を解消すべく、以下のとおり対応を進めてまいります。

飲食事業においては、当社及び100％子会社である株式会社SSSにおいて居酒屋事業を運営しており、オペレーシ

ョンや原材料等の共通点を活かしつつ、業務委託による利益率の高い店舗運営のノウハウを当社グループ全体に活

用してまいります。また、食材原価と人件費の管理を徹底し、利益率の向上を図ります。

なお、2026年７月15日開催の取締役会において、当社が運営する「新時代」及び「新時代44」ブランドの計16店

舗を株式会社ファッズへ譲渡することを決議し、同社との間で事業譲渡契約を締結いたしました。当該事業譲渡

は、2026年10月30日付の覚書により最終クロージング期限を2026年11月30日に変更しております。当該事業譲渡に

より得られる資金は、財務基盤の強化に充当してまいります。

再生可能エネルギー事業においては、KR ENERGY JAPAN合同会社及びKRエナジー１号合同会社において事業を運

営しており、太陽光発電施設の建設・売電及び発電施設の売買を通じ、飲食事業以外の安定的な収益基盤の確保に

取り組んでおります。また、ネパールにおける水力発電事業については、2025年２月28日開示の「簡易株式交換に

よる株式会社NEPAL HYDRO POWER HOLDINGSの完全子会社化に関するお知らせ」のとおり、同社を簡易株式交換によ

り完全子会社化し、参画いたしました（総計画発電容量281.4MW）。その後、現地情勢の混乱を受けて事業を停止

（再検討）いたしましたが、2025年12月23日に事業を再開しております。再開後は、当社における資金調達の遅れ

等により、2026年８月14日及び同年８月26日開示のとおり第１フェーズの竣工予定時期を変更しております。現時

点では、5.5MW案件は2027年１月、13.7MW案件は2027年４月の竣工を予定しております。当該スケジュールは、

2026年11月までに必要な資金調達が完了することを前提としており、当社は収益化に必要な資金の確保に向けて、

現地金融機関等との協業も含めた複数の調達手段の検討を進めております。

メディカル事業においては、2024年８月30日に株式会社BOBS及び株式会社ワイデン（2024年９月17日付で株式会

社Kaihan Medicalへ商号変更）を簡易株式交換（一部金銭交付）により100％子会社化し、美容クリニック支援を

含むメディカル事業に参入いたしました。両社は医療法人大美会（以下、「大美会」という。）のMS法人（メディ

カル・サービス法人）であり、大美会が運営する美容クリニックにおける集客・経営全般に関するコンサルティン

グ業務を受託しております。また、株式会社Kaihan Medicalは、医療法人社団修永会に対する業務支援も行ってお

ります。さらに、支援先の増加による収益基盤の分散化を図るため、2026年８月25日を効力発生日とする簡易株式

交換により、医療法人社団煌雲会のMS法人であるスペーム株式会社を100％子会社化いたしました。同社の損益は

2026年10月１日以降の期間について連結損益計算書に含まれることとなり、メディカル事業の収益獲得に寄与する

ものと見込んでおります。

財務面におきましては、金融機関との関係を維持しつつ、継続的な支援に向けた定期的な協議を行ってまいりま

す。また、当社は事業資金及び運転資金の確保を目的として、国内外の投資家及び資金提供者との間で複数の資金

調達案件について協議を継続しております。当該案件については、関係当事者との協議及び各種手続きを進めてお

り、資金調達の実現に向けて取り組んでおります。

未払税金、未払社会保険料並びに未払金については、関係行政機関及び取引先等と支払方法について協議を行う

とともに、上記事業譲渡により得られる資金及び現在協議を進めている資金調達により確保する資金をもって、順

次精算を進めてまいります。

当社グループは、既存事業の収益力向上施策及び上記事業譲渡による資金確保に加え、これらの資金調達案件の

実現により、財務基盤の強化及び今後の事業展開に必要な資金の確保を図る方針であります。今後も上記施策を推

進し、収益力の向上と財務体質の強化に取り組みますが、これらの改善策及び対応策の一部は実施中であり、現時

点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、中間連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を中間連結財務諸表には反映しておりません。
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（重要な後発事象の注記）

（持分法適用関連会社株式の譲渡）

　当社は、2026年11月６日開催の取締役会において、当社の持分法適用関連会社である株式会社どんぐり電力の当

社保有株式の全部（490株、議決権割合49％）を株式会社サンライフコーポレーションへ譲渡することを決議し、

同日付で株式譲渡契約を締結いたしました（株式譲渡実行日：2026年11月10日）。なお、本件株式譲渡に伴い、同

社は当社の持分法適用の範囲から除外されました。

　本件は、資金調達が完了するまでの間の事業運営資金の確保を優先することを目的としたものであり、譲渡価額

は50,000千円であります。

　詳細につきましては、2026年11月６日に公表いたしました適時開示資料「連結子会社の株式譲渡に伴う子会社の

異動ならびに特別利益の発生に関するお知らせ」をご参照ください。

（事業譲渡）

　当社は、2026年７月15日開催の取締役会において、当社の飲食事業における一部運営店舗（「新時代」及び「新

時代44」ブランドの計16店舗）を株式会社ファッズへ譲渡することを決議いたしました。事業譲渡期日は当初2026

年９月30日としておりましたが、各物件の名義切り替え手続きに時間を要していることから、2026年10月30日付で

同社と覚書を締結し、最終クロージング期限を2026年11月30日に変更しております。

　なお、本件に伴う特別利益は2027年３月期第３四半期連結会計期間に計上する見込みであり、その金額について

は現在精査中であります。詳細につきましては、2026年10月30日に公表いたしました適時開示資料「（開示事項の

変更）飲食事業における運営店舗の事業譲渡のクロージング予定日の再変更に関するお知らせ」をご参照くださ

い。

（社会保険料の滞納分に対する差押え）

　当社は、社会保険料の滞納分合計37,665千円について、2026年10月２日、同月９日及び同月20日付で日本年金機

構より、クレジット加盟店契約に基づく債権（トヨタファイナンス株式会社）、賃貸借契約に基づき差し入れた保

証金の返還請求権（契約に基づく償却分を除く）及び社会保険還付金の差押えを受けました。

３．その他

（継続企業の前提に関する重要事象等）

当社グループは、単体では2019年３月期以降、継続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上しており、ま

た、連結では2023年３月期以降、継続して、営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上してお

ります。当中間連結会計期間においても営業損失1,191,313千円、経常損失1,286,977千円及び親会社株主に帰属する

中間純損失1,330,752千円を計上しております。また、当中間連結会計期間末において、未払法人税等及び未払消費

税等228,002千円、未払金1,413,442千円（内未払社会保険料61,874千円）を計上しており、これらの一部については

支払期日を経過しております。

これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

当該状況を解消又は改善するための対応策は、「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関

する注記事項（継続企業の前提に関する注記）」に記載しております。
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